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天の川に浸ったばくちょう座とわし座

それに少し離れたこと座など、夏の代表的

な星座たちが頭上近くで輝いています。

中でも、はくちょう座の羽を大きく広げ

た白鳥の姿が目立ちます。

一方、東の低い空には、四角形がとて

も目立つペガスス座や三条影のやぎ座
など、秋の代表的な星座が現れています。

そのやぎ座に0.2等の土星、隣のみずがめ

座に‾2・8等の木星がいき評S、どちらも今
月は星座の中を大きくは移動しません。

西の星空

だいきょくせん かたむ

春の大曲線も西空に大きく傾き、おと

め座のスピカ、続いてうしかい座のアル

クトウルス、北斗七星という順で深夜ま

でに次々に沈んでいきます。

そのうしかい座は88ある星座のうちで

も13番目に大きな星座で、近くに目立つ

星が少なく、とてもわかりやすい星座です。

その中の1等星(正確には0等星)のアル

クトウルスは春の大曲線のほぼ中心にあっ

て、他の星座を探すのによく使われます。

また、時刻の関係で図には書いていませ

んが、日が沈んで間もない西空のしし座に

は1.8等の火星と-4等のたいへん明るい

金星(宵の明星)がいて、11日に金星と三日

月が並びますし、19日には勢いよく移動

してきた水星が火星と接近します。


